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私
の
宝
物
、
そ
れ
は
二
枚
の

“
サ
イ
ン
。

一
枚
は
、
相
対
性
理

.
論
で
有
名
な
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ァ

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
も
の
。
ノ

••••••••••••••• 

砂6‘
2枚のサイン
鈴木剛さん(長持)

いつまでもお元気で
市長から長寿をお祝いする言葉を掛けら

れた増尾辰蔵さん。お子さん、お孫さんな

どに祝福され、 102歳 と は 思 え な い 若 々 し

い話しぶりがとても印象的でした。

か
ら
二
十
年
後
、
学
生
だ
っ
た

私
は
偶
然
U
教
授
の
お
孫
さ
ん

の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
。
卒

-
在
宅
介
護
を
考
え
る

東
海
大
学
医
披
技
術
短
期
大

学
で
は
、
在
宅
介
護
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
聞
く
。
お
気
軽
に
会
場
へ
。

マ
日
時

日
月
1
日
(
火
)
午

後
1
時
5
3時

マ
会
場
開
大
学
講
堂

問
い
合
わ
せ
は
、
同
大
学
事

務
課
(
官
話
回
|
一
一
一
一
一

内

線
五
四

一
三
)

へ。

-
速
記
を
覚
え
よ
う

サ
ー
ク
ル

「は
ま
ゅ
う
」
で

は
、
日
校
生
以
上
の
方
を
対
象

に
速
記
教
案
を
開
く
。
是
非
ご

参
加
を
。

マ
日
程

9
月
初
日

S
U月
n

日
の
毎
週
火
曜
日
、
全
叩
回

マ
時
間

午
後
7
時

1
9時

マ
会
場
官
少
年
会
館

マ
募
集
人
員
犯
人

も
う

一
枚
は
、
第
二
十
一
世

本
因
坊
秀
哉
名
人
の
も
の
。
私

と
同
年
代
の
囲
碁
フ
ァ
ン
な
ら

*1 
時子
~~ .4-

怠ゑ

第 535号

ー
ベ
ル
貨
を
受
け
た
翌
年
、
講

。

演
に
立
ち
寄
っ
た
早
稲
田
大
学
業
に
当
た
り
「
何
か
欲
し
い
も

崎
で
U
教
授
の
求
め
に
応
じ
ら
れ
の
を
」
と
言
わ
れ
、
恐
る
恐
る

“
た
も
の
と
伺
っ
て
い
る
。
そ
れ
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

C-----

昭
和
十
二
年
に
師
が
世
襲
制
だ

っ
た
本
因
坊
の
名
跡
を
日
本
棋

院
に
付
与
さ
れ
、
以
後
今
日
の

マ
費
用
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
大

谷
英
子
(
屯
話
回

l
一
五
二
五

午
後
7
時
以
降
に
)

-
陶
芸
教
室
を
開
く

マ
日
程

凶
月
幻
自
(
土
)
、

日
月
ロ
日
(
土
)
、
ロ
月
刊
日

(
土
)
全
3
阿

マ
時
間

午
後
6
時
羽
分

5
8

時
初
分

マ
会
場
背
少
年
会
館

マ
定
員
印
人
(
先
着
順
)

マ
参
加
資
二
千
円

マ
主
催
陶
芸
ク
ラ
ブ
有
雅
陶

マ
申
し
込
み
先
背
少
年
会
館

(
屯
話
詑
|
七

O
二
九
)

-
高
校
で
地
域
学
習
を

県
立
大
磯
高
校
で
は
、
郷
土

か
ら
世
界
へ
を
テ
l
マ
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
開
催

す
る
。
と
の
機
会
に
是
非
ご
参

接
間
用
テ
ー
ブ
ル
、
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド
、
電
気
コ
l
ド
、
照
明
器

具
、
除
湿
器
、
留
守
番
電
話
、
ウ

ェ
ッ
ト
ス
l
ッ
、
ス
キ
1
キ
ャ
リ

ア
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
自
転

H
H
H
U
--
-
-

・・・
0

選
手
権
制
と
な
っ
た
こ
と
を
御

日

存
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
は
、

日

息
子
が
学
生
時
代
に
下
宿
し
て

h

い
た
お
宅
の
ご
隠
居
さ
ん
か
ら
=

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
=

私
は
、
判
明
在
趣
味
と
し
て
閤
=

恐
を
、
生
涯
学
習
と
し
て
学
び
=

残
し
た
調
べ
物
を
や
っ
て
い
る
二

が
、
こ
の
両
者
を
仰
ぎ
見
て
は
二

心
の
粗
に
し
て
い
る
。

二

0

0

0

=

 

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

l
。
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に
=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
=

マ
送
り

先

〒

加
平
塚
市
浅
間

崎

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

課

「私
の
た
か
ら
も
の
」
係

日

------Q 日
を
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、
希
望

講
座
を
記
入
し
「
〒
府
大
磯
町

東
町
2
1
9
1
1

大
磯
高
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係
」
へ
。

マ
日
程

叩
月
1
口，
・3
ロ
月
3

口
の
毎
週
土
昭
口
(
全
日
間
)

マ
時
間
午
後
1
時
却
分

1
3

時
却
分

マ
定
員
刊
人

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
(
電

話
臼

1
0
0五
八
)

-
敬
老
記
念
写
真

神
奈
川
県
写
真
師
会
で
は
、

今
年
中
に
七
十
七
歳
に
な
ら
れ

る
方
を
対
象
に
、
写
真
を
無
料

で
撮
影
し
台
紙
付
き
で
一
枚
贈

呈
す
る
。
期
間
は
九
月
十
五
日

(
木
)
か
ら
二
十
一
日
(
水
)
ま

で
。
敬
老
感
謝
写
真
蹴
協
の
ポ

車
、
冷
風
菌
、
ウ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
こ
た

つ
布
団
②
無
料

ベ
ビ
1
キ
ャ

リ
ー
、
民
芸
調
の
い
ず
、
食
器
棚
、

屯
子
レ
ン
ジ
台
、
こ
た
つ
、
中
学

生
削
教
材
、
ギ
タ
l
、
ゴ
ル
フ
セ

ッ
ト
、
空
手
省
、
掛
廿
布
団
、
工

業
用
ミ
シ
ン

O
譲
っ
て
く
だ
さ
い
旭
陵
中
ブ

レ
ザ
ー
、
幼
稚
園
園
児
服
、

B
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
供
用
自
転
車
、

自
転
車
用
補
助
座
席
、
赤
ち
ゃ
ん

体
温
計
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
l
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
、
キ
ッ
チ
ン
周
テ
ー
ブ
ル
と
い

す
、
サ
イ
ド
ボ
l
ド
、
お
も
ち
ゃ

だ
ん
す
、
テ
レ
ビ
、
屯
気
毛
布
、

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ

ン
、
洗
描
機
、
プ
ロ
パ
ン
用
ガ
ス

釜
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
l
ン、

電
子
オ
ル
ガ
ン
、
マ
ー
ジ
ャ
ン

卒
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
、
剣
道
防
具

一
式
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
日

αバ
イ
ク
、
ミ
シ
ン

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

〈
り
融
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

三
)
へ
。

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
写
真

胞
で
扱
-
っ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
写
真

師
会
(
電
話
附
l
m
l二
七

O

一
)
へ
。

-
吹
奏
楽
の
団
員
募
集

湖
南
シ
l
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
は
、
団
目
以
を
拡
鈍
し

て
い
る
。
木
管
、
特
殊
楽
器
の

方
は
特
に
歓
迎
。

マ
練
習
日
毎
週
火
曜
日

・
時
間

午
後
6
時

1
9時

マ
会
場
青
少
年
会
館
、
ほ
か

マ
月
会
費
一
般
千
二
百
円
、

学
生
八
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
問
団
の
西

田
崇
(
電
話
お

l
O八
六
七
)

・
女
声
合
唱
団
演
奏
会

花
水
エ
コ
ー
で
は
、
初
周
年

を
迎
え
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
。

秋
の
ひ
と
と
き
、
合
唱
に
耳
を

傾
貯
て
は
い
か
が
。
入
場
無
料

マ
日
時
日
時
3
日
(
木
)
午

後
2
時
間
前

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
曲
目
ヨ
ハ
ン

・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
作
曲
「
美
し
き
背
き
ド
ナ

ウ
」
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
山

家
和
江
(
電
話
訂
|
一
八

O
七
)

・
秋
の
箱
根
を
あ
る
く

マ
期
日

9
月
四
日
(
臼
)
降

水
確
立
刊
軒
以
上
の
場
合
お
日

(
日
)
、

以
後
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
l
ス

平
塚
駅
l
小
田
原

駅
l
仙
石
パ
ス
停
・
:
金
時
神
社

.・・
宿
り
石
・
・
・
金
時
山・・
・
長
尾
山

・・・
乙
女
峠
・・・
乙
女
口
・・
・仙
石
|

小
田
原
駅
l
平
塚
駅

マ
交
通
貨
約
二
千
六
百
円

マ
持
ち
物
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
、
相
子
、
軍
手
、
替
え
シ
ャ

ツ
、
登
山
靴
ま
た
は
履
き
悩
れ

た
運
動
靴

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
の
森
河
宏
久
(
屯
話
出
|

三
四
O
ご

-
油
絵
の
会
員
に

サ
ー
ク
ル
画
太
郎
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。

一
緒
に

ス
ケ
ッ
チ
や
発
表
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

集
会
は
毎
迎
水
雌
臼
の
午
後

6
時
か
ら
9
時
ま
で
背
少
年
会

館
で
。
年
会
費
は
三
千
円。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
の
紺

秀
治
(
電
話
詑
|
五
五

O
六
)

へ。。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
コ

ー
ナ
ー
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
す
る
。
お

気
軽
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

s 
こ
わ
が
る
心

幼
い
子
供
は
、
多
く
の
恐
怖
心
を
抱
き
や

す
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
成
長
と

共
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
時
の
体
験
に
よ
っ
て
は
、
順
調
な
成
長
を

妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

A
君
は
、
小
学
校
二
年
生
な
の
に
ト
イ
レ

に
入
っ
て
戸
を
閉
め
る
の
を
怖
が
っ
た
り
、

一
人
で
は
留
守
番
が
で
き
ま
せ
ん
。
お
母
さ

ん
は
し
っ
か
り
さ
せ
る
た
め
に
「
男
の
子
で

し
ょ
」
「
赤
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」

と
、
強
く
言
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
A
君
は

そ
う
宮
わ
れ
る
と
、
逆
に
、
ち
ゃ
ん
と
で
き

な
い
こ
と
を
責
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
自

信
を
無
く
し
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

A
君
の
幼
い
こ
ろ
、
両
親
の
間
で
は
言
い

争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

A
君
は

こ
の
こ
と
を
敏
感
に
感
じ
、
お
母
さ
ん
が
居

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
か
ら
、

あ
ま
り
話
さ
な
い
子
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

子
供
は
、
お
母
さ
ん
に
怖
さ
を
話
す
だ
廿

で
心
が
軽
く
な
る
も
の
で
す
。
怖
さ
や
不
安

に
固
ま
れ
て
い
る
状
態
か
ら
逃
れ
、
お
母
さ

ん
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
安
心

感
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

親
は
子
供
を
し
っ
か
り
さ
せ
よ
う
と
す
る

あ
ま
り
、
強
く
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に

そ
の
事
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
が
ち
で
す

が
、
ま
ず
、
怖
さ
に
つ
い
て
聞
い
て
あ
げ
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
子
供
が
話
し
掛
け
て
き
た
時

「大

丈
夫
な
ん
だ
よ
」
と
励
ま
し
、
納
得
の
い
く

説
明
も
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
怖
さ
を
無
く

す
手
助
げ
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
・
屯
話
部
|
六

O
一
二

女どyj(]J-:J I スミ，---1' 1 リレ浦~ï葺⑧匝~'tl4 職員の募集

。 薬剤師・…....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・.......1名

-昭和45年 4月 2日以降に生まれた人で、薬剤師

の資格を有する人。

。申し込み 9月26日開までに業剤師は指定の申

込m(職 員課にある〉、協議会職員は市販 の 履

歴舎に写真を添えて職員課へ本人が持参する。

採用試験は10月 1日

。 社会福祉協議会職員・...・ H ・-…...・H ・-…・ l名

・昭和44年 4月 2日以降に生まれた人で、大学

(短期大学除 く)において、社会福祉に閲す る

学部・ 学科を卒業した人。または平成 7年 3月
に卒業見込みの人。

+11月15日(火)

@ 中央公民館

音楽劇「楢山節考J
・出演室生あや子ほか

・チケット 1000円 〈指定席)・11月19日(土)開演午後 l時30分

・ひらつかスカイプラザ
トーク 「これからの家族のあり方、

そして自分は・・・・..J
-講師神津善 行、神津 カンナ

・先 着200人{無料)保育あり 神津カンナさん 神津善行氏

申し込み 9月19日開)から「〒254 平塚市室町 3番 1号平線MNピル10階女性行政推進釜内

っか女性フェスティパル実行餐員会事務局」へ。 ただし、ニヒ ・日・祝日は休み。空包括21-7500

開演午後3時

ひら
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義 6ー21 電話32-0130 : 館 :・時間 午前 9 時~1O時 ; お産の進み方と産後生活 ~ I A ....、 I ¥ 認

: 18日※金田公民館、※岡崎公:・申し込み電話で平塚保健:28日 午後 1 時30分~4 時 ~/ ^ .t~L__ ¥!! 
3 欄礎的f f旭南公 民 館 神 … 所 へ :. 22 1252- 12A今τ帰
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闘で 2回受ける ・阻 ・ : 10月 の日程 ・ '¥. _. ....._ /儲
1 時30分~3 時~ 28日 保健センター ι前期(妊娠 6閉までの方): エプロンと三帥(口町、~~ ・LlFE./ 誕

祭・22会話午後 2時~3時 i 合会場開田と変わっている : 3日 午後 1 時30分~ 4 時 j 歯ブラシとコップ (3日) ~ ~こ士三~
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広報ひらつか平成6年 9月 15日〈ア〉

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時

9
月
幻
日

(火
)

・
妊
婦
の
方

午
前
9
時
1
m

時
加
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
初
分

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
持
ち
物

母

子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先

平
塚
保
健
所
(
電

話
詑

|
O
一
三

O
)
予
約
制

心
の
健
康
相
談

マ
日
程

9
月
幻
日
(
火
)
、

叩
月
5
臼

(水)、
日
日
(
火
)

マ
時

間

午

後
1
時
却
分
5
3

時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象

心
の
悩
み
、

ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み

を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

(訪
問

も
可
)

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

話
詑

|
O
一三

O
)
予
約
制

講
演
会
と
集
い

平
塚
保
健
所
で
は
、
特
定
疾

息
に
つ
い
て
の
催
し
を
聞
く
。

【
特
定
疾
患
相
談
会】

マ
日
程

叩
月
5
日

(
水
)
、

M
日

(
金
)

マ
時
間

午

後

2
時
5
4時

市
で
は
、
精
尿
病
を
防
ぐ
た

め
の
教
室
を
聞
く
。
医
師
と
保

健
婦
の
講
話
、
調
理
実
習
、
ウ

ォ
l
キ
ン
グ
な
ど
。

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、 生年月日 と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(1 日掲峨分は26日~10 回締め切り、
15日掲峨分は11 日~25日締め切り)は、抽選に

よ り広報紙に掲載します。今回は12人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町9ー 1

平塚市広報広聴保「赤ちゃんの

ステージ」係

川
河
ゆ

河
川時

マ
日
程

9
月
初
日

(
金
)
、

叩
月
6
日
(
木
)、

M
日
(
金
)
、
幻

日
(
金
)

マ
時

間

午

後
1
時
初
分
1
3

時
(
た
だ
し
、

m月
M
臼
は
午

前
日
時
1
午
後
2
時
)

マ
会
場
吉
沢
公
民
館

マ
内
容
消
化
器
系
難
病
に
つ

い
て
の
専
門
医
に
よ
る
相
談

マ
定
員

8
人

(
先
着
順
)

{特
定
疾
患
講
演
会
}

マ
日
程

叩
月
幻
自
(
金
)

マ
時
間
午
後
2
時
5
4
時

マ
内
容
消
化
器
系
難
病
の
た

め
の
食
事

{
患
者
家
族
の
集
い】

マ
日
程

日
月
幻
日
(
木
)

マ
時
間

午
前
日
時
1
午
後
1

時マ
内
容
調
理
実
習
と
カ
ル
シ

ウ
ム
の
話

マ
費
用

四
百
円

マ
持
ち
物
エ
プ
ロ
ン

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(電

話
泣

l
O
一
三

O
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
電
話
加

|
O三
一
一
)

疾老
患人
相性
談痴ち

を呆号

マ
日
時

9
月
初
日
(
水
)
午

育
児
教
室
開
く

市
で
は
、
育
児
で
悩
ん
で
い

る
お
母
さ
ん
の
た
め
に
育
児
教

室
を
聞
く。

マ
対
象
平
成
6
年
4
月
1
日

1
5月
初
日
生
ま
れ
の
乳
児
と

そ
の
お
母
さ
ん

マ
日
程
と
内
容

-m月
7
日
(
金
)
離
乳
食
の

す
す
め
方
、
楽
し
く
子
育
て
を

・
日
月
4
日
(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

に
多
い
病
気
と
育
児

マ
時
間
午
後
1
時
加
分
3
3

時マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー

(
電
話
加

|
O一
一
一
一
一
)

後
1
時
1
4時

マ
会
場
平
壕
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

な
ど
、
痴
呆
に
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
ロ

l
O
一
三
O
)
予
約
制

司』・・・・・・
-ru---aE.，F1胃
a司

a
-
E

・E

・-az
1
a

離
乳
と
は
、
母
乳

や
ミ
ル
ク
以
外
の
食

べ
物
を
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
時
の
半

流
動
食
や
半
国
型
食

を
離
乳
食
と
言
う
。

離
乳
期
は
、
食
事
の

進
み
方
、
回
数
、
調

離

乳

食

の

す

す

め

理
形
態
な
ど
に
よ
り
、
初
期
(
ゴ
ッ
ク
ン

期
)
、
中
期

(
モ
グ
モ
グ
期
)
、
後
期
(
カ

ミ
カ
ミ
期
)
、
完
了
期
に
分
け
ら
れ
る
。

初
期
は
、
か
ゆ
・
野
菜

・
魚

・
レ
パ
1
・

豆
腐
な
ど
を
ド
ロ
ド
ロ
に
し
て
、

一
日
一
回

十
さ
じ
ぐ
ら
い
与
え
る
。
口
を
モ
グ
モ
グ
し

て
飲
み
込
め
る
様
に
な
っ
た
ら
次
に
進
む
。

中
期
は
二
回
食
で
種
類
も
増
え
て
く
る
。

形
は
ベ
タ
ベ
タ
状
だ
が
、
舌
で
つ
ぶ
せ
る
程

度
の
固
さ
の
も
の
を

与
え
る
。
こ
の
時
期

は
、
味

・
舌

ざ

わ

り
・
歯
ざ
わ
り
を
党

え
る
重
要
な
と
き
な

の
で
、
十
分
に
モ
グ

モ
グ
練
習
を
さ
せ

る
。
か
ゆ
や
お
か
ず

を
ひ
と
と
お
り
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
後
期
へ
と
進
む
。

後
期
は
三
回
食
と
な
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

離
乳
食
が
主
と
な
る
の
で
、
栄
挫
の
バ
ラ
ン

ス
を
よ
く
考
え
て
与
え
て
ほ
し
い
。

離
乳
食
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
内
容
を
工
夫
し

て
薄
味
に
し
、
母
子
共
に
ゆ
っ
く
り
で
き
る

時
間
帯
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
子
供
の
個

人
差
に
応
じ
、
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ

る

。

(

健
康
課
)

獄治職務滋公憤

※f白書舌予約は市民センター (匂話32-
2235)へ

修禅寺物語・土蜘

011月22日(火)
・昼の部 12時30分開場、 13時間演

・夜の部 17時30分開場、 18時開演

。市民センター
・ 出演者尾上 菊 五部、 市川佐圃

次 、中村芝雀、市川 園蔵 ほか

・入場料 S 1~~4000円、 A席3000円、 B 

席 2000円

・前売戸斤 市民センタ一、チケ ットセゾ

ン、チケットびあ{長崎屋 4F)、稲元

邑楽器I苫、サクラIDJ苫コミック館、花

水位1苫、出口IDJ苫

。 申し込みひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受付

-電話 0558-87-1050

• FAX 0558-87ー 0557

・住所 〒410-32 静 岡県 田方

郡天城湯ケ島町上船原1120- 1 

. 1泊 2食付き、大人4，925円、子供4，405円
。問い合わせ交流親善線{内線597)

×印満室 A 印早めに申し込みを O印まだ余絡がある

:lul(日)123456789101112131415161718192021222324252627282930
r-li暖)火水木金土 日月 火水木金土日 月火 水 木 金 土 日月 火水木金土日月 火水
1月1'--U066XOOムOム xxo休休休OL'.xxxOOOOxOOOO

「むをう)おま城WfiJ空き〉献〉配

12J(日) 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819202122232425262728293031 
li曜)木金土日 月 火水木金土日月火水木金土日月 火水木金土日月火水木金土

月I--00  x 000000 x 0休休休OOxOOOOOOxOOOOL'.L'.X
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広 報

-
福
祉
芸
能
の
集
い
が

広報ひらつか

福
祉
芸
能
の
集
い
災
行
委
民
会

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
公
演
を
閥

/¥。マ
日
時

9
月
四
日
(
日
)
午
前

日
時
却
分
間
演

マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

マ
入
場
料
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
問
実
行
祭
員

会
事
務
局
市
川
災
忠
志
油
氏
(
匂

話
詑
|
六
二
四
二
)
へ。

av戦
没
者
追
悼
式
開
く

第 535号

が
聞
か
れ
る
。
ご
参
列
を
。

マ
目
時
叩
月
7
日
(
金
)
午
後

1
時
叩
分
間
式

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福
祉
課

管
理
係
(
内
線
二

一
O
)
へ
。

A
V
誘
導
法
講
習
会
開
く

平
塚
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
、
栂
帥
榊
師
法
融
制
刷
会
の
受
間

生
を
募
集
す
る
。

マ
日
時

叩
月
ロ
日
(
水
)
午
前

叩
時
1
午
後
3
時

マ
会
場
福
祉
会
館
第
三
会
議
室

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
内
容

視
覚
障
害
者
新
人
誘
導

法
購
麗

申
し
込
み
は
、
社
会
福
祉
協
部

会
(
屯
括
お
|
二
三
三
三
)
へ
。

-
健
康
相
談
室
開
く

大
内
清
子
氏
(
匂
話
詑
1

八
九
七

五
)
へ
。

-
健
康
講
座
を
開
く

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
健
康

講
座
を
聞
く
。

マ
日
時
9
月
日
目
(
金
)
午
後

2
時
5
3時
叩
分

マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院

マ
内
容
エ
イ
ズ
の
知
抽
と
理
解

マ
参
加
料
鮪
料

問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
医
事

課
(
位
話
出
l
O
五
二
O
)
へ
。

-
人
権
講
演
会
を
聞
く

マ
日
時

9
月
お
臼
(
目
)
午
後

2
時
間
出

マ
会
場
新
都
市
ホ
1
ル
(
横
浜

そ
ご
う
9
階
)

マ
講
師
池
田
栄
子
氏

マ
内
容
講
演
、
映
画

「星
空
の

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
政
策
課

庶
務
担
当
(
内
線
五
O
五
)
へ
。

-
女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
く

マ
募
集
人
口
封
印
人

マ
内
容
・
部
師
①
不
況
に
ゆ
れ

る
女
性
労
働
と
男
女
平
等
の
ゆ
く

-
え
、
市
川
幸
子
氏
②
平
成
の
結

控
事
情
、
坂
本
洋
子
氏

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

(包

話
O
四
六
七
I
m
i
-
-七
一
)

へ。A
V
園
芸
教
室
を
聞
く

マ
日
時
叩
月
M
臼
(
金
)
午
前

9
時
泊
分
i
u時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
家
曽
我
大

典
氏

マ
内
容
観
葉
植
物
、
室
内
闘
芸

の
楽
し
み
方

問
い
合
わ
せ
は
、
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー

(
電
話
幻
|
O
五

九
三
)
へ。

A
V
技
術
校
で
受
講
生
を

4
時
日
分

マ
募
集
人
口
日
人

マ
申
込
期
限

9
月
四
日
(
月
)

【
女
性
リ
フ
ァ
イ
ン
ド
職
業
購
座

パ
ソ
コ
ン
コ
l
ス
}

マ
日
程
叩
月
3
日
(
月
)

4

3

日

日
(
木
)
全
8
回

・
時
間
午
前
8
時
叩
分

i
u時

マ
募
集
人
員
初
人

マ
申
込
期
限

9
月
四
日

(
月
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校

(
包
括

O
四
六
六
l
お
l
二
四
二
五
)
へ
。

.
米
軍
基
地
パ
ネ
ル
展

旧
対
で
は
、
神
奈
川
県
内
に
あ
る

米
軍
基
地
の
現
状
ぞ
写
真
パ
ネ
ル

や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
紹
介
す
る
。

マ
期
間
同
月
初
日
(
水
)
1初

日
(
日
)

・
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
9
時

マ
会
場
中
央
林
間
と
う
き
ゅ
う

駅
ピ
ル
2
階

A
V
親
子
で
た
こ
作
り
を

マ
対
象
・
募
集
人
民

計
仙
人
(
先
活
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
所
(
包
括
臼
|
O
六
七
六
)

へ。

親
子
で
合

-
大
学
で
公
開
講
座

東
海
大
学
工
学
部
で
は
、

「が

ん
・エ
イ
ズ
は
な
お
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
公
開
閉
座
を
聞
く
。

マ
日
時

叩
月
8
日

(
土
)
午
後

1
時
泊
分
3
4時
却
分

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎
松

前
記
念
館
講
掌

マ
内
容

・
講
師
①
が
ん
と
闘
う

免
疫
学
、
窓
生
因
子
氏
②
エ
イ

ズ
と
闘
う
精
鎖
工
学
、
水
務
次
男

氏
問
い
合
わ
せ
は
、
同
大
学
(
位

話
回
l
一
一

一
一
一
内
線
四
O
O

=
一
)
ヘ
。

av消
費
者
の
意
識
を

県
で
は
、
快
適
で
個
性
笠
か
な

消
費
生
活
実
現
の
た
め
、
県
民
や

事
業
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、

毎
年
十
月
の
第
二
土
陥
日
か
ら
一

週
間
を
「か
な
が
わ
消
費
者
週
国

に
制
定
し
て
い
る
。
今
年
は
、
十

月
八
日
(
土
)
の
記
念
購
演
会
を

は
じ
め
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

聞
か
れ
る
。
ご
参
加
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
県
民
良
部

消
費
生
活
観
(
電
話
O
四
五
l
ニ

O
一
ー
一
一
一
一
内
線
三
五
一

一
)
へ
。

A
V
障
害
者
雇
用
促
進
を

mmで
は
、
毎
年
九
月
を
「
障
害

者
脳
用
促
進
月
四
と
定
め
、
障

答
者
の
届
用
問
題
に
つ
い
て
県
民

や
事
業
主
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
。
ご

協
力
を
。

-
不
当
要
求
行
為
に
は

県
明
宵
察
本
部
で
は
、
暴
力
団
口

に
よ
る
不
当
要
求
行
為
に
閲
す
る

情
報
を
広
く
集
め
る
た
め
、
不
当

要
求
拒
絶
コ
ー
ル
を
設
憶
し
て
い

る
。
こ
の
電
話
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
二
十
四
時
間
受
け
付
け
て

い
る
。
ご
協
力
を
。

マ
電
話
番
号

O

一

二

O
|
乃

l ・ト・ト・ト・ト・ト・ト.~.・ト・ト.~・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト
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av提
言
を
国
政
へ

自
治
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体

や
地
方
自
治
の
制
度
を
は
じ
め
、

地
方
税
、
地
方
財
政
、
選
挙
制
度
、

地
減
活
性
化
な
ど
、
地
方
行
政
に

対
す
る
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
、

自
治
大
臣
へ
の
提
案
フ
ァ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

マ
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

ωー
=一
五

八
一
1

六
九
八
七

マ
受
付
時
間
午
前
9
時
1
午
後

6
時

(土、

日
、
祭
日
を
除
く
)

問
い
合
わ
せ
は
、
自
治
大
臣
官

房
広
報
室
(
電
話
閃
l
三
五
九
一

l
O
二
七
九
)
へ
。

-
労
働
保
険
に
加
入
を

ぢ義樹 〆...，ぐー¥春雲差喜警護労
捻る，本 メー緑の• -J ・~密会_ç; r障の適働
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雲同態ドケ7・Jf:¥ij草委れを安建言
語会長 、〈マ後J続三ミ震直古
元丞ミ~ c，:._ょ:?，_..j-) 労『加茄と淫
ー 圃 o ~ 働お入入定「

ミ緊霊 匠之i 華寺毒薬事議
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初
見
と
し
ま
す
。

平
塚
宿
の
名
は
、
正
和
五
年

(
二
三
六
年
)
ご
ろ
、
鎌
倉

に
滞
在
し
て
い
た
益
性
部
親

王
の
上
洛
の
際
に
借
り
た
下
法

師
を
返
す
約
束
の
件
状
に

「平

塚
宿
」
と
出
て
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
江
戸
期
を
さ

ら
に
さ
か
の
ぼ
る
鎌
倉
期
に
、

す
で
に

「
平
塚
」
お
よ
び

「平

塚
宿
」
の
名
が
当
地
に
存
在
し

て
い
た
と
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
江
戸
期
、
東
海
道
平
塚
宿

の
成
立
は
、
座
長
六
年
二
六

O

一
年
)
の
乙
と
で
す
が
、
平

塚
宿
と
し
て
宿
場
の
機
能
を
整

え
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
八
十

年
程
を
過
ぎ
た
元
禄
期
ご
ろ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

宿
内
は
、
柳
町
・
西
仲
町

・

東
仲
町
・

二
十
四
軒
町
・
十
八

軒
町
の
五
町
か
ら
な
り
、
天
保

期
に
は
東
仲
町
に
本
陣
、

二
十

四
軒
町
に
脇
本
陣
が
あ
り
、
旅

館
屋
は
五
十
四
軒
あ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

平
塚
の
塚
と
い
わ
れ
る
も
の

は
、
現
在
、
要
法
寺
西
側
の
平

塚
の
碑
が
建
つ
場
所
と
さ
れ
ま

す
。
平
塚
の
碑
は
、
大
正
九
年

秋
、
町
長
加
藤
銀
蔵
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
品
土
井
浩
)


